
基礎分野 (コミュニケーション) 管理番号 15-14

開講時期 1年次 前期

担当教員名

授業時間 15 単位数 1 選択必修区分

事前：

事後：

レポート

出版社

出版社

　授 業 計 画　　（各回ごとのテーマと内容について）　

1 安田悠子

2 安田悠子

3 安田悠子

4 安田悠子

5 安田悠子

6 安田悠子

7 安田悠子

8 安田悠子まとめ 講義と演習を振り返って、体験から学んだことを整理する

基本的かかわり技法３
５段階の面接（ラポール・面接の構造化・問題の定義・目標の定義・選択肢の探求、一般
化）

基本的傾聴技法と積
極技法の連携１

事例場面の応答の仕方について「悪い例」と「良い例」を比較し、どのように傾聴したらよ
いか学ぶ

基本的傾聴技法と積
極技法の連携２

事例場面全体を通して応答に仕方を考える
医療の現場における傾聴の重要性について考える

マイクロカウンセリング
技法

マイクロカウンセリング技法の特徴について理解する

基本的かかわり技法１ 「かかわり行動」　「質問技法」　「はげまし技法」　「いいかえ技法」

基本的かかわり技法２
「感情の反映技法」　「要約技法」
クライエントの長い発言の要約の仕方を学ぶ

回=90分 テーマ 担当 内容（70字以内）

カウンセリングとは
講義の進め方
カウンセリングの定義や特徴を理解する

参考書
書　名　 マイクロカウンセリング技法－事例場面から学ぶ－
著者名 福原眞知子 風間書房

オフィスアワー
学期ごとに掲示版にて連絡する

学生へのメッ
セージ
（150文字程度）

　日常生活における相談や友人関係の会話とは異なるカウンセリング特有の会話、人間関係について
理解するとともに、基本的な技法を学ぶことで、自らのコミュニケーションのあり方を見つめ直し、医療の
現場に役立つコミュニケーション能力を高めてほしい。

教科書
書　名 なし
著者名

評価方法等
課題へのフィードバック

等

定期試験 その他の評価方法 課題へのフィードバック等
筆記試験

授業内で行う課題レポート　30%
授業内で行った課題レポートは個別に添削
し返却する。70%

授業概要
（目的・テーマ等）
（150文字程度）

 良好なコミュニケーションは対人援助の基本である。カウンセリングは、相手の気持ちや考え方にコミッ
トすることで、相手の変化を促していくための援助方法である。医療や福祉の現場で、相手との信頼関
係を形成するためには「話す技術」だけではなく「聞く技術」も必要である。マクロカウンセリング技法を
学ぶことによって、最も重要である「傾聴を」を中心にカウンセリングの基本を身につける

到達目標
（150文字程度）

自らのコミュニケーションスキルを見つめ直し、改善点を見つける。
相談を受けたときに、相手の話しを傾聴できる。
相手に話を促すような質問技法を使うことができる。
医療の現場に必要なコミュニケーションスキルを身につける。

準備学習の内容
（事前・事後学習に必

要な時間等）

マイクロカウンセリング技法のポイントを整理しておく。(1時間）

講義で学んだことを振り返り、自分のコミュニケーションの改善点について考える。（１時間）

授業科目名 カウンセリング技法 安田悠子

授業形態 講義・演習 選択

２０１8　シラバス（科目概要・授業計画）
　科 目 概 要

学部学科名 保健科学部　看護学部 臨床検査学科・放射線技術学科　看護学科



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

岐阜医療科学大学「カウンセリング技法」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情

報を提供します。 

科目名 カウンセリング技法 

時間割 毎週月曜日 ２時限目 11 時 10 分開始 12 時 40 分終了 

初回の授業日 6 月 11 日（月） 

講義室 4 号館講堂 B 

注意事項 受講上の注意 

 １．遅刻、早退は一切認めません。 

 ２．お車やバイクでの来校はご遠慮ください。 

授業についての 

問合せ 

岐阜医療科学大学教務課 

Tel: 0575-22-9401 

 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 

交通アクセス 名鉄岐阜バスターミナル内 D のりば「岐阜医療科学大学行またはせき東山行」 

 


